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子
供
の
世
紀

子
供
の
世
紀

「愛せよ、敬せよ、強く育てよ」
「
子
ど
も
の
権
利
」と
い
う
概
念
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
は
じ

め
、優
生
学
が
革
新
的
な
学
問
だ
っ
た
一
九
二
〇
年
代
。

ま
だ
コ
ド
モ
は
看
過
さ
れ
、玩
弄
視
さ
れ
、虐
待
さ
れ
て
い
る
。

コ
ド
モ
の
福
利
を
増
進
す
る
た
め
に
国
民
的
な
動
員
を
│
│

と
、子
ど
も
の
人
格
の
尊
厳
を
謳

っ
て
設
立
さ
れ
た
大
阪（
日
本
）

児
童
愛
護
連
盟
の
機
関
誌
。

連
盟
は
、大
阪
市
の
市
民
館
を
拠
点
に
、

女
性
団
体
や
学
生
た
ち
の
協
力
を
得
て
、子

ど
も
の
健
康
福
利
を
め
ざ
し
た「
あ
か
ん
ぼ

審
査
会
」を
開
催
。

関
西
だ
け
で
な
く
東

京
・
名
古
屋
・
札
幌
・

朝
鮮
・
台
湾
等
々
、

運
動
は
大
き
く
展
開

し
た
。

医
師
・
看
護
師
等

1923-

1944

に
よ
る
健
診
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
健

康
へ
の
意
識
を
高
め
、母
親
へ
の
詳
細

な
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、出
産
や

育
児
に
ま
つ
わ
る
民
俗
学
的
な
様
相

や
子
育
て
へ
の
意
識
を
検
証
し
た
。

二
一
年
に
わ
た
る
活
動
の
な
か
で
、

貧
困
と
子
ど
も
、戦
争
と
子
ど
も
、災

害
と
子
ど
も
、健
康
と
子
ど
も
、障
害
の
あ
る
子
ど
も
、保
護

や
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
、働
く
母
親
、産
児
制
限
、母
子
保

健
、私
生
児
差
別
な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

発
信
し
つ
づ
け
た
。

戦
前
期
お
よ
び
戦
時
下
の
児
童
保
護
、教
育
、児
童
文
学
、

民
俗
学
、児
童
心
理
、母
子
保
護
、優
生
思
想
、女
性
問
題
等

を
探
究
す
る
た
め
の
第
一
級
資
料
、待
望
の
復
刻
！

復刻版
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1
9
2
1

大
正
10

6
月
大
阪
市
立
市
民
館（
の
ち
北
市
民
館
）設
立
。
館
長
志
賀
志
那
人

10
月
大
阪
児
童
愛
護
連
盟
設
立

11
月
児
童
愛
護
宣
伝
デ
ー（
大
阪
）

1
9
2
2

4
月
少
年
法
制
定

5
月
第
2
回
児
童
愛
護
宣
伝
デ
ー（
大
阪
・
東
京
・
京
都
・
神
戸
・
広
島
）

10
月
第
1
回
大
阪
乳
幼
児
審
査
会

1
9
2
3

4
月
第
1
回
大
阪
乳
幼
児
愛
護
宣
伝
デ
ー

5
月
機
関
誌『
コ
ド
モ
愛
護
』創
刊

1
9
2
4

2
月
『
コ
ド
モ
愛
護
』、『
子
供
の
世
紀
』に
改
題

1
9
2
5

5
月
岐
阜
県
各
郡
市
で
乳
幼
児
審
査
会
実
施

10
月
第
1
回
全
東
京
乳
幼
児
審
査
会

1
9
2
6

3
月
第
1
回
全
関
西
小
学
児
童
健
康（
口
腔
）審
査
会

1
9
2
7

昭
和
2

5
月
乳
幼
児
愛
護
デ
ー（
全
国
一
斉
）

10
月
第
1
回
北
海
道
乳
幼
児
審
査
会

12
月
第
1
回
堺
乳
幼
児
審
査
会

1
9
2
8

4
月
学
問
と
実
際
に
基
け
る
優
良
コ
ド
モ
必
需
品
展
覧
会

5
月
第
1
回
岸
和
田
乳
幼
児
審
査
会

9
月
神
戸
乳
幼
児
審
査
会
、
京
城
乳
幼
児
審
査
会

1
9
2
9

6
月
第
2
回
五
条
児
童
愛
護
大
会

1
9
3
1

5
月
第
1
回
和
歌
山
乳
幼
児
愛
護
大
会

8
月
「
虚
弱
」児
童
の
た
め
の
夏
季
林
間
学
校

1
9
3
2

10
月
第
1
回
中
京
乳
幼
児
審
査
会

1
9
3
3

4
月
児
童
虐
待
防
止
法
制
定
、
5
月
　
少
年
教
護
法
制
定

1
9
3
4

4
月
北
市
民
館
で
大
阪
乳
幼
児
保
護
協
会
の
相
談
事
業
開
始

6
月
第
1
回
東
京
子
供
優
良
必
需
品
展
覧
会

1
9
3
5

4
月
第
1
回
台
湾
児
童
審
査
会

1
9
3
7

3
月
母
子
保
護
法
制
定

1
9
4
0

8
月
戦
時
下
の
育
児
展
覧
会（
東
京
）

1
9
4
1

9
月
戦
時
下
の
育
児
展
覧
会（
大
阪
）

1
9
4
3

7
月
第
15
回
記
念
全
東
京
乳
幼
児
審
査
会

10
月
第
21
回
全
大
阪
乳
幼
児
審
査
会

1
9
4
4

4
月
『
子
供
の
世
紀
』終
刊

大
正
期
に
発
刊
さ
れ
た『
子
供
の
世
紀
』と
い
う
雑
誌
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
雑
誌
は
、
一
九
二
三
年
五
月
に
大
阪
児
童
愛
護
連
盟
（
の
ち
に
日
本
児
童
愛

護
連
盟
）
の
伊
藤
悌
二
の
編
集
で
『
コ
ド
モ
愛
護
』
と
い
う
誌
名
で
創
刊
さ
れ
、
以

後
『
子
供
の
世
紀
』に
改
題
し
て
か
ら
も
毎
月
一
回
公
刊
し
、
一
九
四
四
年
四
月
で

終
刊
し
た
雑
誌
で
す
。
こ
の
二
一
年
間
に
二
五
〇
冊
を
送
り
出
し
、
現
在
確
認
さ
れ

る
だ
け
で
も
総
頁
数
は
二
万
二
、〇
〇
〇
頁
以
上
に
及
び
ま
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
も
注
目
し
た
い
の
は
、こ
の
雑
誌
が
、
大
正
期
の
新
し
い
潮
流

を
背
景
に
、
子
ど
も
の
尊
厳（
権
利
）を
啓
発
す
る
目
的
で
、
多
様
な
領
域
の
執
筆

者
が
最
新
の
考
え
方
を
、
一
般
の
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
、
日
本
で
最

初
の
雑
誌
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
領
域
を
今
日
的
に
分
類
す
れ
ば
、
母
子
保
健
、
保
育
、
子
育
て
支
援
、
児

童
福
祉
、
少
年
非
行
、
学
校
教
育
、
障
害
児
教
育
、
児
童
心
理
、
児
童
文
化
、
児
童

文
学
、
児
童
絵
画
、
児
童
演
劇
、
優
生
思
想
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
出
産
・
子
育
て
風
俗

─
─
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
画
期
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
雑
誌
は
、
先
の
各
領
域
の
当
事
者
側
か
ら
の
、
昭
和
戦
中
期
ま

で
の
変
遷
を
実
践
的
に
た
ど
れ
る
資
料
と
し
て
欠
か
せ
な
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

戦
争
末
期
に
幕
を
閉
じ
た『
子
供
の
世
紀
』の
思
想
は
、
敗
戦
後
、
子
ど
も
の
権
利

を
ト
ー
タ
ル
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
児
童
福
祉
法
や
児
童
憲
章
に
受
け
継
が
れ
、

現
在
の「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」に
連
な
る
貴
重
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

─
─
菊
池
義
昭
／
内
田
塔
子（
解
説
者
）

現
在
の
児
童
憲
章
に
受
け
継
が
れ
た

「
子
ど
も
中
心
社
会
」の
思
想

『子供の世紀』関連年表

復
刻
版

刊
行
に

よ
せ
て



内
容

見
本

1927年９月

1932年７月

1927年８月

1927年９月



文
化
の
視
点
を
も
つ

先
駆
的
な
雑
誌

◉
永
岡
正
己

戦
前
期
の
子
ど
も
の
現
実
を

明
ら
か
に
す
る
復
刻

◉
喜
多
明
人

『
子
供
の
世
紀
』は
先
駆
的
な
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
発
展
は
、
大
阪
市
立
北

市
民
館
の
活
動
と
も
密
接
に
結
び
つ
き
、
そ
こ
に
集
っ
た
人
々
の
子

ど
も
へ
の
思
い
が
示
さ
れ
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
、
福
祉
と
文
化
を
つ
な
ぐ
当
時

の
潑
剌
と
し
た
精
神
が
溢
れ
て
い
た
。
志
賀
志
那
人
、
伊
藤
悌
二
、
高
尾
亮
雄
、
そ

し
て
三
田
谷
啓
、山
枡
儀
重
、村
島
帰
之
と
い
っ
た
人
々
の
働
き
が
、ど
の
よ
う
に

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
だ
け
で
も
意
味
深
い
。

編
集
を
守
っ
た
伊
藤
悌
二
と
活
動
を
支
え
た
志
賀
志
那
人
は
、
も
と
も
と
若
き

日
の
活
動
の
な
か
で
同
志
的
な
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
志
向
に
は
民
主
主
義
運

動
、
文
化
運
動
、
人
格
運
動
的
な
面
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
子
ど
も
を

中
心
に
お
い
た
視
点
は
、
誌
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
児
童
研
究
、
児
童
保
護
と

い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
相
互
教
育
、
文
化
、
芸
術
的
な
視
座
、
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
充
ち
た
、
独
特
の
香
り
の
す
る
魅
力
的
な
誌
面
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

初
期
の
思
い
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
た
か
は
、
志
賀
が
急
逝
し
た
一
九
三
八

年
に
伊
藤
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
追
悼
特
集
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

『
子
供
の
世
紀
』の
意
義
に
は
、「
あ
か
ん
ぼ
審
査
会
」な
ど
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
子
ど
も
の
福
祉
の
先
駆
的
活
動
・
運
動
の
生
成
過
程
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
太
平
洋
戦
争
下
に
い
た
る
子
ど
も
の
お
か
れ

た
状
況
と
そ
の
推
移
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
こ
と
、
そ
し
て
戦
時
下
に
か
け

て
軍
事
や
人
的
資
源
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
変
質
過

程
を
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
あ
る
。

本
資
料
に
は
幻
と
な
っ
て
き
た
欠
号
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
復
刻
版
で
は
、
現

時
点
で
可
能
な
か
ぎ
り
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
子
供
の
世
紀
』
が
、
復
刻

に
よ
っ
て
広
く
読
ま
れ
、
幅
広
い
専
門
領
域
に
わ
た
っ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。�

（
日
本
福
祉
大
学
教
授
）

六
花
出
版
か
ら
大
阪
児
童
愛
護
連
盟
の
機
関
誌
『
子
供
の
世
紀
』（
一
九
二
三

−

一
九
四
四
）
が
復
刻
さ
れ

る
。

こ
の
雑
誌
の
復
刻
で
思
い
出
す
の
は
、
こ
の
こ
ろ
活
躍
し
た
子
ど
も
の
権
利
の
提
唱
者
、
賀
川
豊
彦
（
一

八
八
八

−

一
九
六
〇
）の
言
葉
で
あ
る
。
か
れ
は
、
国
際
連
盟「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
子
ど
も
の
権
利
宣
言
」を
日
本
に

紹
介
し
た
だ
け
で
な
く
、一
九
二
七
年
当
時
の
日
本
の
乳
幼
児
死
亡
率
が
明
治
期
よ
り
も
急
増（
一
〇
〇
〇
人

に
対
し
て
八
八
人
か
ら
一
七
〇
人
以
上
へ
）
し
て
い
た
現
実
を
直
視
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
は
、「
我

社
会
が
子
供
の
第
一
の
権
利
た
る
生
き
る
権
利
を
尊
重
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
子
ど
も
の
「
生

き
る
権
利
、
食
ら
う
権
利
、
眠
る
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
…
…
親
を
選
ぶ
権
利
」な
ど
九
つ
の
子
ど
も

の
権
利
を
提
唱
し
た
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
権
利
の
社
会
的
な
規
範
形
成
の
土
台
と
な
っ
た
の
が
、
大
阪
児
童
愛
護
連
盟
の

活
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
連
盟
は
、
子
ど
も
は
親
の
所
有
物
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て
子
ど
も
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
、
全
国
各
地
で
乳
幼
児
審
査
会（
当
時
は「
赤
ん
坊
審
査
会
」

と
称
し
た
）を
毎
年
開
く
な
ど
し
て
子
育
て
の
意
識
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
雑
誌『
子
供
の
世
紀
』を
刊
行

し
、子
ど
も
の
生
活
の
現
実
を
デ
ー
タ
で
示
し
て
き
た
。こ
の
貴
重
な
記
録
の
復
刻
を
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

推
薦

し
ま
す
！



女
性
史
研
究
に
も

貴
重
な
資
料

◉
石
月
静
恵

子
ど
も
の
問
題
を
社
会
的
視
点

か
ら
捉
え
た
稀
覯
雑
誌

◉
上
田
信
道

こ
の
た
び
大
阪
児
童
愛
護
連
盟
の
機
関
誌
『
子
供
の
世
紀
』
が
復
刻
さ
れ
る
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
か
ら
戦
時
下
ま
で
の
子
ど
も
そ
し
て
保
護
者
に
関

わ
る
多
様
な
記
事
は
、
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。

執
筆
者
に
は
、
志
賀
志
那
人
を
は
じ
め
、
山
枡
儀
重
、
高
尾
亮
雄
な
ど
大
阪
児

童
愛
護
連
盟
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
賀
川
豊
彦
、
山
室
軍
平
、
杉
山
元
次
郎
な
ど

社
会
運
動
家
、
永
井
柳
太
郎
、
三
輪
田
元
道
な
ど
の
教
育
家
、
さ
ら
に
岸
田
劉
生

や
柳
田
国
男
な
ど
が
い
る
。
文
学
者
の
与
謝
野
晶
子
、岡
本
か
の
子
、平
林
た
い
子
、

村
岡
花
子
だ
け
で
な
く
、
平
塚
ら
い
て
う
、
山
川
菊
栄
、
河
崎
な
つ
、
金
子
し
げ
り
、

ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
恒
子
、
山
室
民
子
、
神
近
市
子
、
丸
岡
秀
子
、
北
村
兼
子
、
恩
田
和

子
な
ど
の
名
も
見
ら
れ
、
女
性
史
の
立
場
か
ら
も
興
味
深
い
雑
誌
で
あ
る
。

連
盟
は
、「
児
童
愛
護
週
間
」や「
赤
ち
ゃ
ん
審
査
会
」（
乳
幼
児
審
査
会
と
し
て
全
国

に
普
及
）
な
ど
を
開
催
し
て
、
子
ど
も
の
栄
養
や
衛
生
な
ど
医
学
的
知
識
の
啓
発
運

動
を
行
う
と
同
時
に
母
親
た
ち
へ
の
詳
細
な
聞
き
取
り
も
行
っ
た
。
そ
の
と
き
大

阪
の
女
性
団
体
や
女
子
学
生
た
ち
も
お
お
い
に
協
力
し
て
い
る
。

女
性
史
、
保
育
史
、
社
会
事
業
史
研
究
な
ど
種
々
の
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
る
。�

（
桜
花
学
園
大
学
教
授
）

私
が
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
頃
、
天て

ん

六ろ
く（

大
阪
市
北
区
天
神
橋

六
丁
目
）
の
交
差
点
近
く
に
、
ツ
タ
の
絡
ま
る
古
び
た

ビ
ル
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
取
り
壊
さ
れ
て
あ
と
か
た
も
な
い
こ

の
建
物
が
北
市
民
館
で
あ
る
。
初
代
館
長
に
志
賀
を
擁
し
、
先

進
的
な
社
会
福
祉
事
業
に
取
組
ん
で
の
成
果
を
あ
げ
た
。
大

阪
児
童
愛
護
連
盟
も
こ
こ
に
本
拠
を
置
き
、『
子
供
の
世
紀
』

誌
を
刊
行
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
雑
誌
の
主
た
る
読
者
は

育
児
中
の
母
親
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
身
上
は
単
な
る
育
児
・

保
育
雑
誌
の
域
を
超
え
て
、
社
会
的
な
観
点
か
ら
子
ど
も
を

取
り
巻
く
諸
問
題
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
の
遊
戯
・
遊
園
地
・
学
用
品
・

読
書
に
関
す
る
調
査
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
非
行
に
目
を
向
け

た
感
化
院
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
い
た
る
ま
で
、
意
欲
的
で

貴
重
な
記
事
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。
賀
川
豊
彦
の
童
話
、
高

尾
亮
雄
の
児
童
劇
脚
本
、
外
国
児
童
文
学
の
翻
訳
、
童
謡
な
ど
、

子
ど
も
向
け
の
読
物
の
ほ
か
、
子
ど
も
に
関
す
る
写
真
な
ど
が

多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
育
児
・
保
育
・
教
育
・
児
童
福
祉
・
児
童
文
学
・

児
童
文
化
な
ど
の
諸
分
野
を
歴
史
的
に
考
究
す
る
た
め
に
、
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、同
誌
は
こ
れ
ま
で
目
に
す
る
こ
と
す
ら
稀
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

研
究
者
や
学
生
の
み
な
ら
ず
、
斯
界
に
興
味
を
持
つ
す
べ
て
の

関
係
者
に
ご
一
読
を
お
奨
め
し
た
い
。�（
岡
崎
女
子
大
学
教
授
）
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変
わ
り
ゆ
く
出
産
・
育
児
を

見
つ
め
な
お
す
貴
重
な
報
告

◉
安
井
眞
奈
美

大
正
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
、
全
国
で
な
ん
と
多
く
の
「
赤
ん
坊

審
査
会
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
。「
健
康
優
良
児
」
を
育
て
る
こ
と

は
子
ど
も
自
身
の
た
め
、
親
の
た
め
、
そ
し
て
国
家
社
会
の
た
め
で
あ
る
、
と

雑
誌『
子
供
の
世
紀
』の
発
行
者
・
大
阪（
日
本
）児
童
愛
護
連
盟
は
謳
う
。

本
誌
は
、
お
よ
そ
子
ど
も
に
関
連
す
る
こ
と
を
、
食
事
か
ら
玩
具
、
叱
り
方

や
褒
め
方
、
歯
の
手
入
れ
法
、
子
ど
も
の
身
体
と
病
気
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
医
者
や
教
育
者
、
研
究
者
な
ど
当
時
の
知
識
人
が

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
一
級
の
資
料
集
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
子
ど
も
の
名
前
の
付
け
方
、
妊
娠
・
出
産
・
産
後
の
心
得
、
安
産

祈
願
、
嫁
と
姑
の
衝
突
の
理
由
と
解
決
策
な
ど
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
習
俗

の
貴
重
な
報
告
と
し
て
も
読
め
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
雑
誌『
子
供
の
世
紀
』の
復
刻
に
よ
り
、
近
代
に
入
っ
て
大

き
く
変
化
し
て
ゆ
く
出
産
と
育
児
、
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
、
ユ

ニ
ー
ク
な
記
事
と
豊
富
な
口
絵
写
真
、
そ
し
て
詳
細
な
記
述
か
ら
、
改
め
て
見

つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。�

（
天
理
大
学
教
授
）
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本
編
集
復
刻
版
は
、
第
Ⅰ
部
人
身
売
買
編
で
は
女
性
や
子
ど
も
の
人
身
売
買
に
関
す
る
雑
誌
記

事
や
公
文
書
資
料
を
含
む
一
九
四
五
年
よ
り
六
〇
年
頃
ま
で
の
貴
重
資
料
を
収
録
し
、
第
Ⅱ
部
子
ど
も

労
働
編
で
は
労
働
と
呼
ば
れ
た
子
ど
も
労
働
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
不
当
労
働
や
脱
法

と
呼
べ
る
よ
う
な
年
少
労
働
の
問
題
を
示
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
書

籍
の
資
料
を
収
録
し
た
。

児
童
福
祉
史
・
児
童
教
育
史
・
女
性
史
の
み
な
ら
ず
労
働
史
・

占
領
期
研
究
等
、
人
権
の
問
題
に
取
り
組
む
す
べ
て
の
人
々
・

研
究
機
関
に
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

◉
Ａ
５
判
（
第
１
巻
～
第
６
巻
）・
Ａ
４
判
（
第
７
巻
～
第
10

巻
）・
上
製
・
約
４
、０
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
─
─
１
９
６
、０
０
０
円
＋
税
〈
全
３
回
配
本
〉

◉
編
・
解
説
─
藤
野
豊
：
人
身
売
買
資
料

石
原
剛
志
：
子
ど
も
労
働
資
料

◉
推
薦
─
─
─
逸
見
勝
亮
、
角
田
由
紀
子
、

岩
田
正
美
、
増
山
均

東
京
の
砂
町
友
愛
園
で
の
保
育
の
映
像
記
録
。
一
九
三
三
年
・
四
〇
年

◉
汐
見
稔
幸
＝
推
薦

◉
松
本
園
子
＝
解
説
／
定
価
＝
１
０
、０
０
０
円
＋
税

低
賃
金
と
家
事
育
児
に
悩
ん
だ
戦
前
期
の
小
学
校
女
教
員
の
問
題
を「
母
性
」
か
ら
読
み
解
い
た
著
。

◉
小
山
静
子
＝
推
薦

◉
齋
藤
慶
子
＝
著
／
Ａ
５
判
／
定
価
４
、０
０
０
円
＋
税

子
ど
も
の
皇
民
化
教
育
は
家
庭
教
育
か
ら
、
家
庭
教
育
に
は
母
親
の
教
育
か
ら
、
と
い
う
趣
旨
で
展

開
さ
れ
た
母
親
へ
の
教
化
・
組
織
の
振
興
政
策
を
検
証
。　

◉
清
水
康
幸
＝
推
薦

◉
奥
村
典
子
＝
著
／
Ａ
５
判
／
定
価
＝
４
、０
０
０
円
＋
税

戦
後
の
保
育
に
関
す
る
発
展
過
程
や
課
題
を
施
策
と
そ
の
地
域
差
に
着
目
し
検
証
し
た
意
欲
作
。

◉
湯
川
嘉
津
美
＝
推
薦

◉
松
島
の
り
子
＝
著
／
Ａ
５
判
／
定
価
＝
６
、０
０
０
円
＋
税

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
時
代
（
１
９
３
１
〜
45
年
）、
日
本
軍
・
政
府
と
地
域
社
会
は
、
戦
場
で

戦
う
兵
士
に
思
い
残
す
こ
と
な
く
命
を
捧
げ
さ
せ
る
た
め
に
、
も
う
ひ
と
つ
の「
戦
場
」
で
あ
る「
銃
後
」

を
ど
の
よ
う
に
慰
撫
し
、
激
励
し
、
ま
た
管
理
し
、
抑
圧
し
た
の
か
。
忘
れ
去
ら
れ
た
動
員
の
あ
り
よ
う
、

軍
事
援
護
の
実
態
の
貴
重
資
料
を
呈
示
し
、
明
ら
か
に
す
る
。

兵
士
の
遺
家
族
へ
の
対
応
の
あ
り
よ
う
、子
ど
も
た
ち
の
作
成
し
た
慰
問
文
集
等
詳
細
な
記
録
を
収
録
。

戦
時
生
活
史
、
女
性
史
、
軍
事
史
、
軍
事
教
育
史
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
史
研
究
に
必
備
の「
銃
後
」

資
料
66
点
を
厳
選
し
復
刻
。

◉
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
３
、３
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
─
─
２
２
５
、０
０
０
円
＋
税

〈
全
３
回
配
本
〉

◉
編
・
解
説
─
一
ノ
瀬
俊
也

＊
解
説
は
第
１
巻
巻
頭
に
収
録

◉
推
薦
─
─
─
吉
田
裕
、
加
納
実
紀
代
、

成
田
龍
一
、
前
田
一
男

編
集
復
刻
版『
戦
後
初
期
人
身
売
買
／
子
ど
も
労
働
問
題

資
料
集
成
』全
10
巻

Ｄ
Ｖ
Ｄ

あ
る
託
児
所
の
一
日
近
代
日
本
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
№
３

「
女
教
員
」と「
母
性
」
近
代
日
本
に
お
け
る〈
職
業
と
家
庭
の
両
立
〉問
題

動
員
さ
れ
る
母
親
た
ち
戦
時
下
に
お
け
る
家
庭
教
育
振
興
政
策

「
保
育
」の
戦
後
史
幼
稚
園
・
保
育
所
の
普
及
と
そ
の
地
域
差

編
集
復
刻
版『
昭
和
期「
銃
後
」関
係
資
料
集
成
』全
9
巻
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学
教
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内
田
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解
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